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神奈川大学歴民調査報告第11集‥
成島の民俗－高度経済成長とムラの変貌－
● 2011 年 3 月 31日発行　A4 判 142 ページ
●発行：神奈川大学大学院歴史民俗資料学研究科
●内容：山形県米沢市広幡町成島で行われた 2009 年度民俗調
査実習の報告。農業から祭礼までの民俗の変貌を、高度経済
成長期の前後を比較しながら 6 章構成で描く。
神奈川大学歴民調査報告第12 集‥
中国湖南省藍山県ヤオ族儀礼　文献に関する報告Ⅰ
● 2011 年 3 月 31日発行
●発行：神奈川大学大学院歴史民俗資料学研究科
●内容：本報告書では、中国湖南省藍山県ヤオ族の儀礼と文献
の総合的研究を目指し、2008 年に実施した度戒儀礼の程序
及び儀礼中に使用されたテキストの目録を作成し、さらに複
数のテキストの翻刻を比較対照できるように掲載した。
マルチ言語版絵巻物による日本常民生活絵引　第３巻
● 2011 年 3 月 31日発行
●発行：非文字資料研究センター
●内容：『マルチ言語版絵巻物による日
本常民生活絵引』全 5 巻のうち、21
世紀ＣＯＥプログラムにおいて刊行し
た Vol.1/ Vol.2 に引き続き、本センタ
ーの第一期個別共同研究・第 1 班の研
究成果として Vol.3 を刊行しました。
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神奈川大学国際常民文化研究機構　第3回　国際シンポジウム
「“カラダ”が語る人類文化─形質から文化まで─」
日時：（1 日目）2011 年 12 月 10 日（土）10：00 ～ 17：00
　　　（2 日目）2011 年 12 月 11 日（日）10：00 ～ 17：10
場所：神奈川大学横浜キャンパス 16 号館セレストホール
 第一日目 ：Ⅰ　国際シンポジウム
「非文字資料としての身
か ら だ
体　─ “ カラダ ” で読む・
伝える・表す─」
 第二日目 ：Ⅱ　アジア祭祀芸能の比較研究班公開研究会
「海の民俗伝承と祭祀儀礼　─船による神の来往と
身体表現─」
主催：神奈川大学国際常民文化研究機構・神奈川大学日本常民
文化研究所
※タイトルは変更することがあります。
お問合わせは、日本常民文化研究所
TEL:045-481-5661（内線 4358）
第15回常民文化研究講座‥
オーラルヒストリーの可能性─歴史学と民俗学との対話‥
─沖縄戦から祖国復帰へ─
日時：2011 年 10 年 29 日（土）10：30 ～ 17：30
場所：神奈川大学横浜キャンパス 1 号館 8 階 804 会議室
●基調報告
　中村政則　沖縄戦と民衆
　石原昌家　沖縄戦・米軍占領と証言 ─オーラルヒストリーの経験─
●各論　─沖縄戦から祖国復帰へ─
　安田常雄　沖縄復帰と反復帰 ─川満信一のオーラルヒストリー
　小熊　誠　戦後綱引行事の消滅と復興 ─沖縄県宜野湾市の事例から─
　泉水英計　コンタクト・ゾーンとしての占領地
─アメリカ人にとって沖縄軍政の経験とは何であったのか
主催：神奈川大学日本常民文化研究所
※報告のテーマは変更することがあります。
お問合わせは、日本常民文化研究所
TEL:045-481-5661（内線 4358）
● 2011 年 6 月 30 日発行
●発行：上海人民出版社　（大里浩秋・孫
安石編）
●内容：本センターの第一期個別共同研究・
第３班「中国・韓国の旧日本租界」の研
究成果。本紙 5 ページ（研究班紹介『第
2 班　東アジアの租界とメディア空間』）
でも紹介。
お問い合わせは非文字資料研究センター
TEL:045-481-5661( 内線 3532)
編 集 後 記
ニューズレターは、26号より若干のリニューアルをしました。
総頁カラー刷りとしています。非文字資料研究センターは、
2010 年度で第 1期 3年の研究期間を終え、4月からは第 2期
に入りました。センター長や研究員の大幅な入れ替えがなされ、
新たな顔ぶれで第 2期が出発しました。2010 年度まではCOE
の継承が大きな課題でしたが、第 2期はCOEと直接関わりを持
たない人たちがセンターの運営や研究の中心を担うことになり、
良い意味でCOEからの脱却が図られなくてはなりません。当分
模索は続きますが、本ニューズレターでは速報性をもって模索す
るプロセスをお伝えできればと考えています。
なお、表紙の写真は、さまざまな形態のウケ（陥穽漁具）4点で
す。日本常民文化研究所の前身、アチック・ミュージアムの民具
研究はウケに始まっており、その意味で日本における民具研究、
非文字資料研究の出発点となるものです。
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